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月3
定例議会
あらまし
あらまし

条
　
例
　
案

人
　
事
　
案

専
決
処
分
承
認
案

2

☆�

風
間
浦
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る

　
　

内
容
：
３
月
末
に
任
期
満
了
と
な
る
１
名
の
再
任

　
　
　
　
　

︵
再
任
︶
金
田
一
テ
ツ
氏

☆
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

機
構
改
革
の
一
環
で
、
４
課
１
室
を
５
課
１
室

に
。
新
た
に
企
画
政
策
課
を
設
置

☆
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
家
賃
の

改
正

☆
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

地
区
簡
易
水
道
の
名
称
を
変
更

☆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：
除
雪
委
託
料
1
千
万
円
の
追
加

３
月
定
例
議
会

金　森　一　規　議長 冨　岡　　宏　村長

金田一テツ 氏（再任）

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
同
意

全
会
一
致
承
認

専決処分１件・人事案件１件・当初予算案７件・条例案等８件・補正予算案２件・
意見書２件

人事案件の開票の様子

人事案件の投票の様子
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意
　
見
　
書

補
正
予
算
案

33

☆�
簡
易
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
要
件
の
改

正

☆
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　

内
容
：�

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
規
約
変

更

☆
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

　

内
容
：�

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約

変
更

☆
下
北
地
方
視
聴
覚
教
育
協
議
会
の
廃
止

　

内
容
：�

む
つ
・
下
北
５
市
町
村
で
設
置
す
る
協
議
会
を
廃

止

☆
む
つ
市
と
の
視
聴
覚
教
材
購
入
事
務
委
託
の
廃
止

　

内
容
：�

む
つ
市
と
の
間
の
視
聴
覚
教
材
購
入
事
務
委
託
を

廃
止

☆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：
１
千
８
５
５
万
４
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　

８
５
５
万
７
千
円
の
減
額

　
　
　
　

・
寄
附
金　
　
　

８
０
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・
繰
越
金　
　
　

２
千
20
万
４
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・
諸
収
入　
　
　

５
千
２
０
９
万
５
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・
村　

債　
　
　

５
千
３
５
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　

・
旧
下
風
呂
保
育
所
跡
地
道
路
整
備
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　

４
２
７
万
３
千
円
の
減
額

　
　
　
　

・
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　

１
３
７
万
１
千
円
の
計
上

　
　
　
　

・�

社
会
福
祉
法
人
軽
減
補
助
金　

１
４
８
万
１
千

円
の
追
加

　
　
　
　

・�

風
間
浦
保
育
所
指
定
管
理
委
託
料　

２
０
０
万

円
の
追
加

　
　
　
　

・�

蛇
浦
漁
港
海
岸
機
能
保
全
計
画
策
定
委
託
料　

　
　
　
　
　
３
６
１
万
９
千
円
の
減
額

　
　
　
　

・�

甲
住
宅
線
道
路
改
良
工
事
請
負
費　
３
１
９
万

の
減
額

　
　
　
　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金　
３
千
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・�

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金　

８
０
０
万
円
の

追
加

☆
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：
３
６
５
万
７
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　

・�

第
1
号
被
保
険
者
保
険
料　

１
千
８
万
７
千
円

の
減
額

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　

・
予
備
費　
３
６
５
万
7
千
円
の
減
額

☆�

全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基
地
に
関
す
る
提
言
」
の
主
旨
に

基
づ
い
て
、
地
方
自
治
の
根
幹
を
脅
か
す
日
米
地
位
協
定

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　
　

︽
陳
情
の
提
出
者
︾
日
米
地
位
協
定
を
見
直
す
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
代
表　

難　

波　

希
美
子

　
　

︽
可
決
さ
れ
た
意
見
書
内
容
︾

　
　
　

・
日
米
地
協
定
の
見
直
し
を
す
る
こ
と

　
　
　

・
国
は
地
方
自
治
の
権
限
を
保
証
す
る
こ
と

　
　

︽
意
見
書
提
出
先
︾

　
　
　

・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣

☆�

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

　
　

︽
陳
情
の
提
出
者
︾
青
森
県
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長　

奥　

村　
　
　

榮

　
　

︽
可
決
さ
れ
た
意
見
書
内
容
︾

　
　
　

・�

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
を
な
く
す
た
め
、
政
治
判
断

で
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
最
低

賃
金
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
生
計
費
原
則
に
基

づ
き
、
生
活
で
き
る
金
額
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
　
　

・�

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
な
ど
、
地
域
間

格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る
こ
と

他
。

　
　

︽
意
見
書
提
出
先
︾

　
　
　

・
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　

・
厚
生
労
働
大
臣

　
　
　

・
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
会
長

３
月
定
例
議
会 全

会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

定例会の様子
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平成31年度

一般会計予算は 27億円を
各特別会計予算は

全会一致可決全会一致可決

44

　平成３１年度一般会計・特別会計の各当初予算が第１回村議会定例会で可決されまし

た。

　一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２７億３１８９万１０００円となり、平成

３０年度当初予算と比較して、７．２％の増額となりました。

○一般会計予算
2,731,891 千円

（前年度）
（増　減）

2,547,291
184,600

千円
千円

○国民健康保険特別会計予算
312,123 千円

（前年度）
（増　減）

306,441
5,682

千円
千円

○簡易水道特別会計予算
158,185 千円

（前年度）
（増　減）

112,734
45,451

千円
千円

○介護保険特別会計予算
372,064 千円

（前年度）
（増　減）

355,198
16,866

千円
千円

○後期高齢者医療特別会計予算
32,713 千円

（前年度）
（増　減）

26,825
5,888

千円
千円

○下風呂財産区一般会計予算
14,302 千円

（前年度）
（増　減）

16,376
△2,074

千円
千円

○易国間財産区一般会計予算
342 千円

（前年度）
（増　減）

254
88

千円
千円

【各会計予算編成状況】

平
成
31
年
度
予
算
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議会費
1.9%

民生費
15.4%

衛生費
10.2%

農林水産業費
6.4%

商工費
2.9%

土木費
4.2%

消防費
8,7%

教育費
5.9%

災害復旧費
0.0% 公債費

14.2%

諸支出金
3,5%

予備費
0.3%

労働費
0.0%

総務費
26.4%

地方交付税
47.9%

依存財源
80.5%

自主財源
19.5%

県支出金
12.0%

その他
1.9%

村債
15.2%

国庫
支出金
3.5%

その他
14.9%

村税
4.6%

歳出合計
27億3,189

万円

歳入合計
27億3,189

万円

55

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 村 税 110,177 4.0 117,088 △ 6,911
2 地 方 譲 与 税 12,848 0.5 12.,848 0
3 利 子 割 交 付 金 295 0.0 295 0
4 配 当 割 交 付 金 334 0.0 334 0
5 株式等譲渡所得割交付金 272 0.0 272 0
6 地 方 消 費 税 交 付 金 32,715 1.2 32,715 0
7 自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,864 0.1 2,864 0
8 地 方 特 例 交 付 金 271 0.0 288 △ 17
9 地 方 交 付 税 1,210,000 44.3 1,220,000 △ 10,000

10 交通安全対策特別交付金 1 0.0 1 0
11 分 担 金 及 び 負 担 金 971 0.0 1,331 △ 360
12 使 用 料 及 び 手 数 料 28,938 1.1 28,689 249
13 国 庫 支 出 金 74,517 2.7 89,775 △ 15,258
14 県 支 出 金 256,663 9.4 305,558 △ 48,895
15 財 産 収 入 7,299 0.3 7,313 △ 14
16 寄 付 金 7,001 0.3 1,001 6,000
17 繰 入 金 450,711 16.5 279,001 171,710
18 繰 越 金 10,000 0.4 10,000 0
19 諸 収 入 54,914 2.0 50,518 4,396
20 村 債 471,100 17.2 387,400 83,700
歳　　入　　合　　計 2,731,891 100.0 2,547,291 184,600

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 議 会 費 50,664 1.9 39,293 11,371
2 総 務 費 721,695 26.4 511,794 209,901
3 民 生 費 419,599 15.4 406,261 13,338
4 衛 生 費 279,295 10.2 272,955 6,340
5 労 働 費 2 0.0 2 0
6 農 林 水 産 業 費 174,495 6.4 205,868 △ 31,373
7 商 工 費 78,250 2.9 67,283 10,967
8 土 木 費 115,830 4.2 114,332 1,498
9 消 防 費 236,964 8.7 291,064 △ 54,100

10 教 育 費 162,186 5.9 161,939 247
11 災 害 復 旧 費 4 0.0 4 0
12 公 債 費 387,837 14.2 315,567 72,270
13 諸 支 出 金 96,563 3.5 152,363 △ 55,800
14 予 備 費 8,507 0.3 8,566 △ 59

歳　　出　　合　　計 2,731,891 100.0 2,547,291 184,600

平
成
31
年
度
予
算

平成31�年度　一般会計予算状況（単位：千円、％）
【歳　入】

【歳　出】
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科　　　目 予　算　額 主　　　な　　　内　　　容

1. 議 会 費 50,664 ○議員報酬並びに職員給与
○研修旅費

2. 総 務 費 721,695
○役場庁舎等整備事業基本構想策定業務委託料
○下風呂温泉整備費
○各選挙関連経費

3. 民 生 費 419,599
○障害者自立支援介護・訓練等給付費
○風間浦村社会福祉協議会補助金
○風間浦保育所指定管理委託料

4. 衛 生 費 279,295

○インフルエンザ予防接種委託料
○はつらつ育成事業医療給付費
○廃棄物収集運搬業務委託料
○海岸漂着物地域対策推進事業業務委託料
○下北医療センター診療所費負担金

5. 労 働 費 2 （項目設定のみ）

6. 農林水産業費 174,495

○ニホンザル捕獲用大型檻
○山村活性化支援交付金
○水産振興対策及び組合経営強化対策事業補助金
○易国間漁港整備事業負担金

7. 商 工 費 78,250
○風間浦村商工会育成補助金
○消費喚起プレミアム商品券発行事業補助金
○桑畑温泉施設管理費

8. 土 木 費 115,830
○甲本通線道路改良工事費
○新甲平ノ上団地建築工事費
○甲平ノ下区域急傾斜地崩壊対策事業負担金

9. 消 防 費 236,964 ○下北地域広域行政事務組合消防分署負担金
○非常備消防事務委託料

10. 教 育 費 162,186

○風間浦小・中学校通学バス運行委託料
○中学校職場体験事業
○子ども学習塾運営委託料
○奨学資金貸付金

11. 災 害 復 旧 費 4 （項目設定のみ）

12. 公 債 費 387,837 ○地方債元金償還金並びに利子
○一時借入金利子

13. 諸 支 出 金 96,563 ○電源立地地域対策事業基金積立金
○地域活性化基金積立金

14. 予 備 費 8,507

歳　出　合　計 2,731,891

平
成
31
年
度
予
算

目的別歳出予算の主な内容
（ 単 位 ： 千 円 ）



かざまうら議会広報　第 94号（平成 31年４月発行）

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

12
月
7
日
開
催

（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
６
日
開
催

7

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て

☆�
津
波
発
生
要
因
の
組
合
せ

に
関
す
る
検
討

☆�

第
四
系
中
の
変
状
の
分

布
・
性
状

☆
審
査
会
合
新
旧
対
照
表

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

対
応
状
況
（
現
地
調
査
）

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

に
関
す
る
現
地
調
査
・
調

査
個
別

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
建

設
・
運
転
差
止
等
請
求
訴

訟
の
審
理
状
況
に
つ
い
て

　

内
容
：
電
源
開
発
株
式
会

社
大
間
原
子
力
発
電
所
よ

り
、
楠
瀬
本
部
長
他
５
名
が

出
席
し
、
前
回
以
降
開
催
さ

れ
た
２
回
の
審
査
会
合
及
び

11
月
に
２
日
間
実
施
さ
れ
た

現
地
調
査
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
件
の

訴
訟
の
審
理
状
況
に
つ
い

て
、
会
社
と
し
て
は
適
宜
、

適
切
に
考
え
を
主
張
し
て
い

き
、
大
間
計
画
に
支
障
の
な

い
よ
う
に
す
る
と
の
説
明
で

し
た
。

行

政

側

か

ら

☆�

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議

会
幹
事
会
報
告

　

内
容
：
大
間
原
発
三
ヶ
町

村
協
議
会
及
び
交
流
会
へ
は

傍
聴
を
含
め
全
員
参
加
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
へ
の
要

望
で
は
、
奥
戸
バ
イ
パ
ス
を

含
む
国
道
３
３
８
号
の
文
言

も
入
れ
る
べ
き
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

電
源
開
発
㈱
か
ら

電
源
開
発
㈱
か
ら

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
新
設

工
事
２
０
１
９
年
度
工
事

の
お
知
ら
せ

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
新
設

工
事
２
０
１
９
年
度
主
要

工
事
概
要

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
建
設

工
事
状
況

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
建

設
・
運
転
差
止
等
請
求
訴

訟
の
審
理
状
況
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問

�

　

薬
研
易
国
間
線
工
事
は
、

避
難
道
路
整
備
へ
の
協
力
工

事
な
の
か
。会

社
側
か
ら

　

あ
く
ま
で
も
自
社
の
通

信
設
備
ま
で
の
整
備
で

２
０
１
９
年
度
内
の
完
成
予

定
。

委　
　
　

員

問
　

工
事
作
業
員
の
人
数

３
０
０
人
程
度
と
は
月
単
位

か
１
日
な
の
か
。

会
社
側
か
ら

　

冬
場
の
作
業
が
出
来
な
い

時
期
を
除
き
、
１
日
３
０
０

人
で
あ
る
。

行

政

側

か

ら

☆�

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議

会
青
森
県
知
事
要
望
報
告

に
つ
い
て

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
と
の

共
存
共
栄
に
係
る
事
業
に

つ
い
て

委　
　
　

員

問
　

共
存
共
栄
に
係
る
事
業
の

協
力
期
間
は
完
成
ま
で
か
、

運
転
後
も
あ
る
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

完
成
ま
で
と
認
識
し
て
い

る
が
、
運
転
後
は
安
全
協
定

の
締
結
も
あ
る
の
で
再
度
確

認
し
報
告
す
る
。

委　
　
　

員

問
　

金
額
面
で
の
上
限
は
あ
る

の
か
。

行
政
側
か
ら

　

総
額
あ
り
き
で
は
な
く
、

そ
の
都
度
協
議
す
る
こ
と
と

な
る
。

委
員
会
報
告

平井賢一 委員長

会社側からの報告
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下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
及
び

役
場
消
防
庁
舎
整
備
計
画
に

係
る
特
別
委
員
会（

欠
席
委
員
な
し
）

２
月
20
日
開
催

8

【
審
査
結
果
】

　
　

下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
変
更
計
画
を
承
認
し
、
実
施
設
計
納

品
後
は
、
庁
内
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

等
で
協
議
検
討
後
、
入
札
前
に
本
委
員
会
へ

の
報
告
を
求
め
た
。

画
審
査
会
﹂
へ
の
説
明
及
び

交
付
決
定
後
で
な
け
れ
ば
契

約
等
が
出
来
な
い
た
め
財
源

を
変
更
す
る
。

　

変
更
前
財
源
・
・
・
国
の

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付

金
」

　

変
更
後
財
源
・
・
・
県
の

「
核
燃
料
物
質
取
扱
税
交
付

金
」

・
工
事
発
注
時
期
を
平
成
31

年
３
月
か
ら
４
月
以
降
に
変

更
す
る
。

委　
　
　

員

問
　

当
初
計
画
の
財
源
と
今
回

行

政

側

か

ら

・
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う

特
例
を
活
用
す
る
た
め
、
平

成
31
年
３
月
の
建
設
工
事
発

注
・
契
約
を
進
め
て
き
た

が
、
再
度
の
﹁
地
域
振
興
計

の
変
更
で
予
算
措
置
す
る
交

付
金
の
違
い
は
。

行
政
側
か
ら

　

当
初
計
画
で
は
国
の
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
を
予
定

し
て
い
た
が
、
今
回
の
変
更

で
核
燃
料
物
質
取
扱
税
交
付

金
と
い
う
こ
と
で
県
独
自
交

付
金
と
な
る
。委　

　
　

員

問
　

消
費
税
が
上
が
っ
て
も

４
億
６
千
万
円
で
行
け
る
も

の
な
の
か
。行

政
側
か
ら

　

現
在
実
施
設
計
段
階
で
す

が
、
建
築
工
事
及
び
土
木

工
事
を
一
括
工
事
で
作
成

中
で
あ
り
、
相
対
的
に
は

４
億
６
千
万
円
を
超
え
な
い

見
込
み
。

・
庁
舎
検
討
委
員
会
を
年
度

内
に
２
回
開
催
し
、
３
月
中

の
建
設
候
補
地
の
答
申
を
予

定
し
て
お
り
、
平
成
31
年
度

中
に
基
本
構
想
に
着
手
し
た

い
。

委　
　
　

員

問
　

庁
舎
の
今
後
の
基
本
構
想

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員

の
意
見
等
も
参
考
に
進
め
て

貰
い
た
い
と
思
う
が
。

行
政
側
か
ら

　

検
討
委
員
会
及
び
職
員
の

意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
な
が

ら
来
て
頂
く
村
民
の
皆
様
の

使
い
勝
手
が
良
い
施
設
に
し

た
い
。

委　
　
　

員

問
　

庁
舎
移
転
整
備
は
、
今
空

い
て
い
る
施
設
及
び
今
使
っ

て
い
る
施
設
等
の
再
編
も
含

め
て
改
修
等
々
で
も
あ
り
得

る
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

可
能
性
の
あ
る
施
設
は
検

討
の
中
に
入
れ
て
お
り
、
今

後
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

い
く
。

委
員
会
報
告

杉山　太 委員長

特別委員会の様子

１
．
下
風
呂
温
泉
施

設
整
備
事
業
に
係
る

予
算
措
置
及
び
工
事

発
注
に
つ
い
て

２
．
下
風
呂
温
泉
施

設
整
備
事
業
に
係
る

工
程
表
に
つ
い
て

３
．
第
１
回
風
間
浦

村
庁
舎
等
建
設
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
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全
員
協
議
会

（
欠
席
議
員
な
し
）

２
月
20
日
開
催

9

議　
　
　

員

問
　

行
政
改
革
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
の
総
務
課
の
仕
事

内
容
等
々
を
踏
ま
え
、
今
の

状
況
で
は
色
々
な
事
業
等
も

や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
判

断
か
。

行
政
側
か
ら

　

総
務
課
窓
口
が
広
い
と
い

う
事
と
、
今
後
、
定
住
自
立

圏
の
広
域
事
業
等
で
事
務
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う

事
で
、
企
画
政
策
部
門
を
強

化
す
る
。

議　
　
　

員

問
　

共
通
要
件
で
、
過
去
５
年

以
上
風
間
浦
村
外
に
住
所
を

有
す
る
と
あ
る
が
柔
軟
な
対

応
は
。

行
政
側
か
ら

　

一
定
要
件
５
年
と
い
う
事

で
目
安
に
し
て
い
る
が
、
子

ど
も
連
れ
で
転
入
し
た
方
と

か
軽
減
す
る
方
向
。

議　
　
　

員

問
　

事
情
が
発
生
し
て
、
５
年

以
内
に
転
居
し
た
場
合
の
奨

励
金
の
取
扱
い
は
。

行
政
側
か
ら

　

返
還
し
て
頂
く
予
定
。

　

当
初
、
約
３
０
０
万
円
の

増
額
変
更
協
定
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
年
度
途
中
で
保

育
士
１
名
が
退
職
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
減
額
し

２
０
０
万
円
の
追
加
。

　

５
年
間
の
支
出
実
績
等
を

精
査
し
、
平
成
31
年
度
風
間

浦
保
育
所
指
定
管
理
料
協
定

額
を
５
千
４
０
０
万
円
と
し

た
。

議　
　
　

員

問
　

﹁
ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
﹂
と
い

う
会
社
が
水
槽
を
持
ち
込
み

ウ
ニ
の
畜
養
試
験
を
し
、
今

後
漁
業
者
へ
の
活
用
、
メ

リ
ッ
ト
の
見
通
し
は
。

行
政
側
か
ら

　

水
槽
を
持
ち
込
ん
で
事
業

化
ベ
ー
ス
に
乗
れ
る
か
ど
う

か
の
試
験
を
し
、
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
話

で
あ
る
。

議　
　
　

員

問
　

種
苗
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

畜
養
試
験
を
行
う
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
に
影
響
は
な
い
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

会
社
が
生
産
し
た
餌
を
ウ

ニ
に
与
え
て
行
う
畜
養
試
験

で
あ
る
が
、
現
在
行
っ
て
い

る
種
苗
糸
の
生
産
に
は
影
響

は
な
い
。

議　
　
　

員

問
　

指
定
管
理
料
が
６
ヶ
月
で

３
０
０
万
円
と
い
う
事
で
あ

る
が
、
営
業
期
間
の
延
長
や

ツ
ブ
や
ウ
ニ
等
の
イ
カ
以
外

の
販
売
も
可
能
か
。

行
政
側
か
ら

　

基
本
契
約
は
１
年
で
、
業

者
さ
ん
の
負
担
で
あ
れ
ば
営

業
は
可
能
で
あ
り
、
村
の
特

産
品
等
で
あ
れ
ば
特
段
何
を

売
っ
て
は
ダ
メ
だ
と
か
は
無

い
。

議　
　
　

員

問
　

指
定
管
理
者
を
募
集
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
応

募
者
の
可
能
性
は
。
ま
た
、

応
募
が
無
か
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

行
政
側
か
ら

　

決
し
て
受
注
者
側
が
損
を

す
る
設
計
だ
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
応
募
が
無

か
っ
た
場
合
は
、
再
度
期
間

を
延
ば
し
て
再
募
集
を
し
た

い
。

議　
　
　

員

問
　

募
集
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
ま
ず
は
村
内
業

者
・
団
体
に
打
診
、
そ
れ
と

も
幅
広
く
業
者
か
ら
参
入
を

求
め
る
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

広
範
囲
に
わ
た
り
公
募
し

た
い
。

協

議

案

件

　
去
る
２
月
６
日
、
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
の

場
に
お
い
て
、
永
年
在
職
議
員
表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
村
議
会
に
お
い
て
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
全
国
町
村
議
会
議
長
会
被
表
彰
者
】

︻
議
会
議
員
と
し
て
27
年
以
上
在
職
者
表
彰
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

員　
　

平　

井　

賢　

一

︻
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
者
表
彰
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

員　
　

能　

登　

勝　

彦

【
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
被
表
彰
者
】

︻
議
会
議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
者
表
彰
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

長　
　

金　

森　

一　

規

永
年
在
職
議
員
表
彰

全
員
協
議
会
・
永
在
表
彰

１
．
機
構
改
革
に
つ

い
て

２
．
定
住
促
進
奨
励

金
に
つ
い
て

３
．
平
成
30
年
度
風

間
浦
村
保
育
所
補
正

予
算
（
案
）
に
つ
い

て

４
．
平
成
31
年
度
風

間
浦
村
保
育
所
当
初

予
算
（
案
）
に
つ
い

て５
．
平
成
31
年
度
種

苗
供
給
セ
ン
タ
ー
事

業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

６
．
活
イ
カ
備
蓄

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

（
案
）
に
つ
い
て
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総
務
常
任
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
６
日
開
催

議
会
運
営
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

２
月
21
日
開
催

10

②�

議
案
第
10
号�

風
間
浦
村

課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

③�

議
案
第
11
号�

風
間
浦
村

営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
④�

議
案
第
12
号�

風
間
浦
村

簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

⑤�

議
案
第
13
号�

風
間
浦
村

簡
易
水
道
事
業
の
布
設
工

事
監
督
者
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道

技
術
管
理
者
の
資
格
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⑥�

議
案
第
14
号�

青
森
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

の
減
少
及
び
青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

⑦�

議
案
第
15
号�

青
森
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
青
森

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て

　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

で
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

11
議
案
に
つ
い
て
議
案
順
に

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
審

査
を
行
っ
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案

①�

議
案
第
１
号�

専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

平
成
31
年
第
１
回
３
月
定

例
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

☆
定
例
会
は

　

今
期
定
例
会
は
、
３
月
５

日
招
集
の
意
向
を
受
け
、
提

出
と
な
る
案
件
等
を
勘
案
し

た
結
果
、
会
期
は
、
同
日
よ

り
11
日
ま
で
の
７
日
間
と
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

招
集
告
示
日
は
２
月
22

日
、
一
般
質
問
は
20
日
の
通

告
期
限
ま
で
に
、
１
名
の
通

告
が
あ
り
受
理
さ
れ
た
。

　

会
議
日
程
は
、
開
会
初
日

の
５
日
は
、
会
期
の
決
定
、

施
策
要
旨
及
び
提
案
理
由
の

説
明
、
特
別
委
員
会
の
設

置
、
各
委
員
長
報
告
、
議
案

審
議
及
び
一
般
質
問
ま
で
と

し
散
会
、
６
日
か
ら
10
日
は

休
会
し
、
６
日
に
総
務
常
任

委
員
会
、
大
間
原
子
力
発
電

所
対
策
特
別
委
員
会
を
開

催
。
７
日
及
び
８
日
の
２
日

間
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
開
催
。
11
日
本
会
議
を

再
開
し
、
各
委
員
長
報
告

後
、
議
案
等
の
審
議
を
行

う
。

☆
新
年
度
予
算
の
審
議
は

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
並
び
に
各
特
別
会
計

当
初
予
算
の
審
議
は
、
例
年

ど
お
り
全
議
員
で
構
成
す
る

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
れ
に
付
託
し
審
議

す
る
こ
と
と
し
た
。

☆
議
案
の
取
扱
い
は

　

新
年
度
各
会
計
当
初
予

算
、
人
事
案
件
及
び
損
害
賠

償
を
除
く
議
案
を
総
務
常
任

委
員
会
へ
付
託
し
審
議
す
る

こ
と
と
し
た
。

☆
人
事
案
件
の
表
決
方
法
は

　

無
記
名
投
票
で
行
う
。

☆
諮
問
は

　

本
日
現
在
受
理
し
た
陳
情

２
件
に
つ
い
て
は
、
総
務
常

任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ
と

と
し
た
。

●
﹁
全
国
知
事
会
の
米
軍
基

地
負
担
に
関
す
る
提
言
の
主

旨
に
基
づ
い
て
、
地
方
自
治

の
根
幹
を
脅
か
す
日
米
地
位

協
定
の
見
直
し
を
国
に
求
め

る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
﹂

●
﹁
最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
﹂

☆
そ
の
他

　

全
国
議
長
会
及
び
青
森
県

議
長
会
の
自
治
功
労
者
表
彰

の
伝
達
を
定
例
会
招
集
日
の

開
会
前
に
行
う
。 委

員
会
報
告

総務常任委員会の様子

菊池隆年 委員長

杉山　太 委員長
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
午
前
：
能
登
勝
彦
委
員
欠
席
）

３
月
７
日
開
催

11

　予算審査特別委員会を設置し、３月７日に審議した。
　各委員からの主な質疑及び行政側からの答弁は、次のとおりです。

⑧�
議
案
第
16
号�

青
森
県
下

北
地
方
視
聴
覚
教
育
協
議

会
の
廃
止
に
つ
い
て

⑨�

議
案
第
17
号�

む
つ
市
と

風
間
浦
村
と
の
間
の
視
聴

覚
教
材
購
入
事
務
委
託
の

廃
止
に
つ
い
て

⑩�

議
案
第
18
号�

平
成
30
年

度
風
間
浦
村
一
般
会
計
予

算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

⑪�

議
案
第
19
号�

平
成
30
年

度
風
間
浦
村
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
を
補
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

☆�

陳
情
第
１
号�

全
国
知
事

会
の
「
米
軍
基
地
負
担
に

関
す
る
提
言
」
の
主
旨
に

基
づ
い
て
、
地
方
自
治
の

根
幹
を
脅
か
す
日
米
地
位

協
定
の
見
直
し
を
国
に
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る

事
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い

て

　

審
査
結
果
：
全
国
知
事
会

が
住
民
生
活
に
直
結
す
る
重

要
な
問
題
と
し
て
、
共
通
理

解
を
深
め
提
言
を
決
定
し
た

こ
と
は
極
め
て
重
く
受
け
止

め
採
択
と
す
る
。

☆�

陳
情
第
２
号
「
最
低
賃
金

の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て

　

審
査
結
果
：
賃
金
の
地
域

間
格
差
を
縮
小
し
、
労
働
者

全
体
の
所
得
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
中
小
企
業
を
圧
迫

す
る
事
が
な
い
よ
う
支
援
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
事

で
採
択
と
す
る
。

☆
議
案
審
査
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問
　

簡
易
水
道
事
業
の
資
格
基

準
の
内
容
に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
業
者
側
の
資
格
基
準

の
一
部
改
正
で
あ
る
。

《
審
査
の
結
果
》

付
託
さ
れ
た
陳
情
２
件
は
採
択
と
し
、
議

案
11
件
は
全
議
案
を
全
会
一
致
で
承
認
及
び

可
決
と
し
た

委　
　
　

員

問
　

視
聴
覚
教
育
協
議
会
の
廃

止
理
由
及
び
今
後
の
視
聴
覚

教
育
に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

視
聴
覚
教
材
等
の
ニ
ー
ズ

の
変
化
等
に
よ
る
協
議
会
の

廃
止
で
あ
り
、
今
後
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
な
ど
を
活
用
し
た
教

育
を
進
め
て
い
く
。

委　
　
　

員

問
　

消
防
施
設
整
備
事
業
債
の

減
額
要
因
に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

電
源
開
発
株
式
会
社
か
ら

の
共
存
共
栄
事
業
に
よ
る
協

力
金
を
充
当
す
る
財
源
の
組

み
替
え
で
あ
る
。委

員
会
報
告

予算審査特別委員会審査の様子

平成31年度一般会計予算及び各特別会計予算を全会一致可決

蛸島　巨 委員長
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委
員
会
報
告

　易国間水道施設に関し、事業規模・
財源について

　規模は現在と同規模を予定してお
り、財源は簡易水道施設整備事業債を
充当する。

＆

県民駅伝競走大会について 　人口減少・児童生徒減少の中、参加
選手は頑張っており、今後はメンバー
要件の緩和、強制参加の廃止等の協議
が必要になる。

＆

《意見》�これから建設事業等で予算規模が膨らんでいくと思うが、人口減少
が著しい中、今後の財政運営計画を示してほしい。

《��答��》現在、県と協議しながら作成中で協議終了後、議会にも提示する。

●全７会計予算については全会一致で可決

総括質疑

採決結果

　ゆかい村観光ウニ園に関して、通年開
催になっていないが今後の開催回数は

　関係団体と協議をしながら進める。＆

　甲本通線道路改良工事及道路補修工
事について

　甲本通線については、下風呂の祭典
前の完了を目指し、道路補修工事につ
いては、春先の巡回を実施し優先順位
を決めて進めていく。

＆

　山村活性化支援交付金の事業内容は 　平成 30 年度に引き続きウニ畜養試
験、風間浦鮟鱇、ひじき特産化事業等に
活用する計画である。

＆

　旧焼却施設解体の予定は 　最終処分場に関しては廃止手続きに
入るが、旧焼却施設については多額の
経費が見込まれるので、財源を検討し
ながら判断したい。

＆

委 員 か ら の 質 疑

　コミュニティバスの運行ルートの変
更は可能か。

　検討してみる。＆

　社会福祉協議会補助金の内容は 　ほとんどが職員の人件費である。＆

委員から 行政側から
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村政を問う！
一般質問　
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Ｑ
池菊

総
合
戦
略
で
掲
げ
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
点
検
評
価
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ｑ
池菊

定
住
促
進
奨
励
金
制
度
の
財
源
は
。

Ｑ
池菊

ど
の
よ
う
な
内
容
で
の
行
財
政
改
革
を
考
え

て
い
る
の
か
。

Ｑ
池菊

事
業
の
実
施
期
間
は
。

Ｑ
池菊

点
検
結
果
に
つ
い
て
今
後
ど
う
対
処
し
て
い

く
の
か
。

Ｑ
池菊

重
点
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
は
。

Ａ
政行

総
合
戦
略
推
進
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
。

Ａ
政行
　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
財
源
と
し
、
本
年

度
は
１
８
０
万
円
の
予
算
で
村
単
独
事
業
と

し
て
実
施
す
る
。

Ａ
政行

　

４
課
1
室
か
ら
5
課
1
室
体
制
と
し
、
定

員
適
正
化
計
画
に
そ
っ
て
職
員
体
制
の
充
実

を
図
り
、
財
政
健
全
性
の
確
保
に
取
り
組
み

徹
底
し
た
歳
出
経
費
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
は
、
財
政
運
営
計
画
を
県
と

協
議
し
な
が
ら
作
成
中
で
、
出
来
上
が
り
次

第
報
告
す
る
。

Ａ
政行

今
後
10
年
間
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ａ
政行
　

外
部
の
視
点
を
入
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
開
催
し
て
い
く
。

Ａ
政行

・
「
定
住
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

→�

数
値
目
標
は
、
5
年
間
で
5
世
帯
で
、

現
在
は
3
世
帯
。

・
「
き
ず
な
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

→�

観
光
入
込
者
目
標
数
６
万
２
千
人
に
対

し
、
今
年
度
末
見
込
み
７
万
人
。
う
ち

宿
泊
者
数
２
万
２
千
９
３
１
名
。

・
「
名
物
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

→�

5
年
間
新
規
就
業
者
数
3
人
の
目
標
に

対
し
、
現
在
0
人
。

・
「
子
育
て
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

→�
子
ど
も
学
習
塾
の
受
講
者
数
が
年
間
目

標
２
０
０
人
に
対
し
、
今
年
度
３
０
０

人
。

・
「
健
康
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

→�

男
女
と
も
目
標
値
を
達
成
。
今
後
も
健

診
無
料
化
、
予
防
接
種
無
料
化
及
び
健

康
づ
く
り
関
連
事
業
を
継
続
し
た
い
。

　一般質問とは、定例会（臨時会は除く。）にお
いて、議員が、あらかじめ通告して、村の施策の
状況や方針について、報告・説明を求めたり質問
することです。
　当村議会においては、一質問者の持ち時間は
１時間に制限されています。
　今期定例会では、１名の議員が登壇しました。

一
般
質
問

菊池　隆年 議員

１
．�

風
間
浦
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

２
．�

空
家
対
策
・
定
住
促
進
対
策
の
具
体
的

施
策
に
つ
い
て

３
．
行
財
政
改
革
の
施
策
に
つ
い
て
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雪
も
消
え
春
ら
し
く
な
り
、

外
へ
出
る
の
も
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
は
年
号
も
変
わ
る
こ
と

に
な
り
51
才
に
な
る
私
が
3
つ

の
時
代
を
生
き
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
急
速
な
時

代
の
変
化
に
し
っ
か
り
対
応
で

き
る
様
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
す
ば
ら
し
い
幕
開

け
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　 

　
（
文
：
蛸
島
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
委
員
長
　
蛸
島
　
　
巨

　
　
副
委
員
長
　
中
嶋
　
　
茂

　
　
委
　
員
　
菊
池
　
隆
年

　
　
　
〃
　
　
能
登
　
勝
彦

　
　
　
〃
　
　
杉
山
　
　
太

　今年も青空の下 42名が参加し「布海苔採り体験ツアー」が開催されました。
　参加された方々は、楽しみながら一生懸命に布海苔をたくさん採っていました。
　今回で 15回参加されている方は、１年に 1度の皆様に逢えるこのツアーをいつも楽しみに
しています。風間浦で採れる布海苔は、食感がしっかりしていてとてもおいしいです。風間浦
のおいしい布海苔をＰＲしています。　　　　　　　　　　　　　　　（談：ツアー参加者）

『第26回布海苔採り体験ツアー』

ち
ょ
っ
と
一
言

編
集
後
記


